
 

 

                           

 

 

 

 

夏休みを終えて、いよいよ２学期が始まりました。休み中は生活リズムを崩さず、体調管理はできたでしょうか。計画的

に課題を進め、充実した時間は過ごせたでしょうか。また、１学期末保護者の方々には、暑い中面談にご来校いただき

ありがとうございました。在籍校やご家庭での様子をお伺いでき、貴重な時間となりました。１学期の指導を振り返り、２

学期も更に生徒達の成長に向けて指導を充実させていきたいと思いますので、今学期もよろしくお願いいたします。 

 

＜一学期の小集団の様子＞ 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

＜エリア合同保護者会＞ 

    

 

 

 

          

令和 6 年 9月 2 日 第 4号 

特 別 支 援 教 室 拠 点 校 

府中市立府中第六中学校 

校  長  佐 藤  光 宏  

特別支援教室だより
    

生徒数（令和 6 年 9 月 2 日現在） 
府中第二中学校……2２名 
府中第六中学校……１８名 
府中第九中学校……１５名 合計５５名 

 

＜２学期の予定＞ 

＜アンガーマネジメント＞ ＜一学期の振り返り＞ 

＜コピーゲーム、ペーパータワー＞ 

＜リフレーミング＞ 

怒りとは何なのか。そして自分と

他者の怒りの沸点の違いについ

て学習しました。怒りに対する理

解や怒りへの対処法を学び、提

示されたある場面に対する他者

の怒りの沸点を予想するゲーム

の時には生徒たちは他者の気持

ちを考え、予想し、理由を説明す

ることができました。 

短所を長所としてとらえる学習を

しました。同じ短所でもリフレーミ

ングした長所が生徒によって異な

ることがあり、別の視点を知ること

ができました。 

一学期の振り返りでは

それぞれが自分の課

題と向き合い、それを

振り返り、スピーチをす

ることができました。コ

ピーゲームとペーパー

タワーではペアの人と

協力して挑戦すること

ができました。 

孤独 
自立 

している 

８月２７日（火）にエリア合同保護者会を行いました。第一部では座談会としてお題を用いて話し合いをするおみく

じトークを行いました。共感し合いお話しされている姿に保護者の方々の日々の苦労を感じると同時に我々も気持

ちが引き締まる思いがしました。第二部では明星大学の森下由規子先生をお呼びし、講演会を行っていただきまし

た。子供一人一人の強みを生かし、本人の困り感を一緒に解消していくというお話は我々教員にも響く教訓も含ま

れており、大変有益な時間となりました。参加された皆様におかれましても、何らかの気付きのあった時間になった

のではないかと思います。また、どの子にとっても、家庭や学校が安心する居場所、輝くことができる場であるため

に今できることは何かを考える機会になったのではないかと思います。 


